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	二
年

	・身近な材料や扱いやすい用具を使うことに課題のある児童もいる。
・形や色などを基に、自分のイメージを持つことが難しい児童もいる。

	・手や体全体を動かし、形や色などを意識させながら、作り出す喜びを味わわせる。
・鑑賞の場面において、自分の考えたことなどを話し、他者の考えも聞くなど、言語活動を増やす。
・児童同士が自分の気持ちや印象、体験などを交流できるような時間や場を設ける。
	・グループ活動や共同制作を通じて、児童同士の学び合いができ、結果、個別の課題を自然な形で改善することができた。


	三
年

	・新しいものを作り出す発想力に課題がある。
・新しいものを作るとともに、その形から発想したりみんなで話し合って考えたりしながら作ることに課題がある。
	・児童の関心や意欲を高めるために、児童が日常的に興味を持っている
ことや暮らしの中の造形的な場所などを題材に取り入れる。
・鑑賞の場面において、自他の作品に対し、良い点を見つける機会を増やす。
・互いに発想を出し合いながら、グループで造形活動を考えさせ、主題に取り組みやすくする。
・材料と関わる中から生まれた一人一人の気づきやイメージなどを基に、
児童が自然に発想を交換したり、話し合ったりできる授業展開にする。
	・児童の関心・意欲を高めるために、身近に感じている題材を取り入れることで、発想力を高めることができた。
・児童の作品を授業中に紹介することで、よい点を見つける機会を増やし、多様な発想に気付かせることができた。
・今後はグループでの造形活動を増やしていきたい。

	　　
四
年

	・自分の夢や願い、経験や見たことを表現し、作るための発想力や構想力に課題がある。
・表したいことや用途などを考えながら、計画を立てて表すことに課題がある。
	・導入時に、材料や素材の感触を体験する機会を増やす。
・児童が進んで表したいことを見つけられるように、題材の示し方を具体的に複数用意し、児童が自分で表したいことを選べるようにする。
・児童同士が工夫したところを交流することで、発想や構想力の充実を図る。
・心に思い描いたことを簡単な絵や図で書き留めたり、直接材料を置いて作り方を決めたりするなど、表しながら次第に自分の考えをはっきりさせていくことを認めていく。
	・発泡スチロールや木材など、素材の感触を体験する機会を増やすことで、一人一人の発想を伸ばすことができた。
・表したいことや用途などを考えながら、計画を立てて表すことに引き続き取り組んでいく。

	　五
年

	・材料や場所などに進んで関わり合い、それらを基に構成したり周囲の様子を考え合わせたりしながら作ることに課題がある。
・自分の感覚や活動を通して、形や色、動きや奥行などの造形的な特徴を捉えることに課題がある。
	・どのような作品を作るかイメージを持たせ、材料を個々に用意させる。
・一人一人が思いついたことを出し合い、発想を刺激し合いながらグループで活動する。
・鑑賞の際、自身の作品を振り返らせる。
・図工室を出て材料を光にかざしたり、立てかけたりしてみて場所の空間を確かめるなど活動を展開することで、材料と場所の関係を自分の感覚や活動を通してとらえられるようにする。
・児童が、形や色、動きや奥行などを表現や鑑賞の活動で活用している姿を適切に取り上げるなどして、児童の活動をより具体的にする。
・社会的に広く流通している図像や情報を学習の材料として利用する。
	・グループ内での交流が自然な形でできており、よいところを参考にする姿も見られた。
・図工室を出て活動する機会を今後は増やしていきたい。
・児童が、形や色、動きや奥行などを活用しやすいように題材や指導を工夫することができた。その姿を認めることで児童も特徴を捉えることができるようになった。今後も引き続き指導する。

	　
六
年

	・感じたこと、想像したこと、見たこと、伝えあいたいことから、表したいことを見つけて表すことに課題がある。
・形や色、材料の特徴や構成の美しさなどの感じ、用途などを考えながら、表し方を構想して表すことに課題がある。
	・どのような形にするかワークシートを用い、図示させる。
・積極的に材料に触れさせる。
・どのようにしたらうまくいくか、コミュニケーションをとらせ、協力的に、学習させる。
・感じたこと、想像したこと、見たこと、伝えあいたいことをお互いにつながりのあるものとしてとらえる必要がある。特に主題の発想については児童自身が行うことを大切にするとともに、視点や見方を広げる、自分の心に問いかけるなどの指導をする。

・児童一人一人がこれまでの経験を十分に生かすことができるよう、児童が思いついたことを進んで取り入れられるような柔軟な指導をする。
	・下書きを利用して、考えの幅を持たせたり、明確にすることができた。
・液体粘土やつや紙など、初めて使う材料に取り組むことで、表し方を構想する姿が見られた。



